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事例３「おれ、どこ入ればいい」１０月１９日（金）
I児は教師と向き合うように座り、話し合っているみんなを見ている。
教師
Ｆ児
Ｒ児
Ｊ児
Ｅ児
｢他のお友達はどう,思ってるのかな」
｢それだったらいい」 ケヤキステージ
｢Ｒ児もいいよ」
｢Ｅ児<ん、いい？」
｢いいよ」
獄Ｉ
Ｍ児はレストランの方へ走り出した。 つき組テラス｜まし組テラス
｢主－－ぜて」
｢い－いよ」
｢Ｉ児くんが入ったら、ちようどになるね」
児
児
児
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｅ児はうれしそうに言った。Ｒ児､Ｊ児､Ｆ児はそれぞれうなずいたり、「いいよ」と答えたり
した。それを見たＩ児は
I児「おれ、どこに入ればいい」
と友達の思いを確かめながら、遊びに加わっていった。
（１）Ｉ児の自己表現のあり方
Ｏ遊びに加わるタイミングをよみとるための表現
朝のつどいの後、Ｉ児は砂遊びをしようと決めて園庭に出て行ったが、なかなか遊ぶきっ
かけがつかめないようだった。普段は砂遊びをしていた友達は築山から「とい」をつなぐの
に夢中で、Ｉ児と砂遊びをする仲間が少なかったことが原因として考えられる。しかも、前
日に休んでいたＩ児は「とい」をつなぐ遊びにどのようにして加わっていいのか、わからな
かったと思われる。それに対して、リレーは運動会で経験したこともあり、Ｉ児にとっては
遊びに加わることに抵抗が少なかった。しかも、リレーをしている場には教師がいたため、
遊びに加わろうと思ったのだと考える。
Ｉ児は砂場からリレーの様子をうかがいながら、少しずつ近づいてきた。また、ケヤキス
テージより、相談している友達の話をよく聞いていた。これらの行動からＩ児がリレー遊び
の場に加わるタイミングをその場の状況からよみとろうとしていたことが考えられる。
－５９－
（２）Ｉ児の社会的側面の学んだこと
○友達の思いや場の状況を読み取ると遊びにまぜてもらえること
これまでＩ児は後から遊びにまぜてもらう時には自分から言い出せずにいた。しかし、本
事例では自分がいた場所からリレー遊びをしている場まで、少しずつ距離を縮め、友達の会
話に耳を傾けていた。リレー遊びをしている友達が－人ぬけること、それによって２回走る
人が必要であることが理解できた。だから、タイミングよく声をかけ、すんなり遊びにまぜ
てもらうことができたのだと考える。
（３）今後に向けて
遊びに加わったＩ児は「おれ、どこに入ればいい」とみんなに決定を委ねている。この言
葉を吟味すると、後から遊びに加わる者としての立場を理解しているということもいえるが、
いまいち自信がもてないＩ児の心を反映しているとも感じとれる。遊びに加わった時「どん
なチーム分けにする？」と遊びをリードしていくような表現の仕方も考えられる。しかし、
そのようにできないＩ児が自信をもって気持ちを表現できるように援助していきたい。
事例４「・・・おれも弱いところある」 １１月１９日（月）
おばけやしきでおばけになっていたＩ児､Ｈ児が思いのくい違いから、トラブルになった。初め
は言い合いだったが、その後、蹴る、叩くという行為にまで発展していった。Ｈ児は泣いており、
保育室から出て行こうとした。そっと戸を閉めて出ていこうとしているＨ児と目が合った。
教師
Ｈ児
教師
｢Ｈ児くん、先生が見つけらないところへは行かないでね」
｢いいもん」
｢先生は困る。だって、あなたに何かあったらすぐに助けられないでしよ」
Ｈ児は「困らない｣、「いいもんね」などと言いながら、保育室に戻ってきた。教師の側にいたＩ
児はその様子を見ながら、立っている。
教師「I児<んはず－つとこの場所から動いていないよ。あなたと話をしたいと思ってい
るのかもしれないよ。もう一度、話をしてみたら」
Ｈ児はＩ児と向かい合って座った。そこへＴ児が教師に｢Ｈ児くん、どうしたの｣と言って、近づ
いてきた。
教師「先生もよくわからないから、二人の話を聞こうと思ってるの」
－６０－
そう答えるとＴ児はＨ児の隣に座った。その後、教師は他の幼児に呼ばれ、しばらくその場を
離れたため途中から二人の話を聞くこととなった。
児
児
児
児
児
児
Ｉ
Ｈ
１
Ｈ
１
Ｈ
｢Ｈ児､弱い！」
｢おれ、強いもん。Ｉ児ちゃんは弱い」
｢おれ、強い！！Ｈ児､弱い！」
｢おれ、強いし。Ｉ児ちゃんは弱い！」
｢おれ、強い１１」
｢おれの方が強いし。Ｉ児ちゃんは弱い 」
自分は強くて、相手は弱いと言い合うばかりである。
教師
Ｉ児
Ｈ児
｢なぜ、自分が強いと思うの？」
｢空手習っているから」
｢じゃ、空手ならっていない人はみんな弱いのか？Ｌ児とか（弱いのか)」
I児は答えに困っている。そこへＢ児がへらへら笑いながらやってきて、Ｉ児の隣に座った。
Ｈ児「Ｂ児､出て行け！俺ら真剣に話しとるから」
I児の顔を見て真剣なことを確かめると、Ｂ児の表情が変わった。
T児「Ｈ児くんだって、強いよね」
T児が唐突に言った。
Ｈ児
教師
「俺、強いけど、逃げたし弱いかもしれない」
「叩いたり、蹴ったりする力は強いけど、弱いところもあるってことね。自分のこと
をよく知っているのね」
「Ｉ児ちゃんに、弱いところはないのかな？」
「Ｉ児ちゃんは空手習っとるから、強い」
「・・・俺も弱いところある。だって、先に手を出したもん」
「あなたも自分のことをよく知ってるのね。手を出す前にもう少し我慢したらよかっ
たと思ってるの？」
児
児
児
師
Ｔ
Ｂ
Ｉ
教
－６１－
Ｉ児はうなずいた。Ｔ児が「でも、我慢ばっかりできないよね」と言うと、４人は互いにうなず
いたり、そうだというような表情をしておばけやしきの方へ行った。
（１）Ｉ児の自己表現のあり方
○自分の思いを十分に表現できないでいる表現
年長児は１１月の上旬に２週間限定で「ドキドキスーパーランド］をつくった。Ｉ児とＨ児
は同じおばけやしきをつくる仲間であった｡その間､何回も思いの違いからトラブルが生じ、
話し合って解決しようとしてきた。だが、Ｉ児は保育室から出て行こうとしたＨ児に声をか
けられず、動きだせない。このように立ちつくしている姿からＩ児は他者に対して自分の思
いをまだ十分に表現できないでいると思われる。
Ｏ自分自身を支えるための表現
Ｉ児にとって自信がもてることの１つが空手である。だから、「強い」という彼の表現には、
パンチをしたり、キックをしたりする力が強いということが示されている。そのことによっ
て、自信のない自分を支えているといえる。
Ｏ自分の内面と向き合った表現
Ｉ児は年中から仲良しのＢ児が側にいて、しかも「空手習っとるから強い」と自分の存在
を認めてくれたので弱さと向き合えたのだと思われる。また、ともにおばけやしきをつくっ
てきたＨ児が先に弱さをさらけだしたことによって、自分もしっかり自分自身の弱さと向き
合わなければならないという思いに至ったのだろう。
（２）Ｉ児の社会的側面の学んだこと
○時には心と行動が一致しないことがあること
Ｉ児は叩いたり、蹴ったりすることはよくないということはこれまでの経験からとてもよ
く理解している。しかし、本事例では我慢できずに友達を叩いてしまった。このようにいけ
ないことだとわかっていても、時には裏腹な行動をしてしまうのが人間である。トラブルか
ら逃げることはよくないと理解しているのにもかかわらず、逃げてしまったＨ児も然りであ
る。Ｉ児にとって、Ｈ児を客観的に見つめることで心と行動は一致しないこともあるというこ
とを学んだのではないかと思われる。
（３）今後に向けて
Ｉ児は少しずつ自分の弱さと向き合えるようになってきている。それは仲間の存在が大き
い｡今後もＩ児と真剣に向き合って､忌,陣なく思いを言い合える仲間づくりをしていきたい。
－６２－
－６３－
ITILrJL事例５「ケイしたい人、こっち。ケイ、並トミＩ● 」１月１５日（火）
（１）Ｉ児の自己表現のあり方
○遊びの責任を自覚した表現
本事例の遊び「けいどろ」につながる追いかけっこをしていたのがＩ児とＪ児､Ｐ児､Ｏ児だ
った｡このように遊びはじめたのがＩ児だったので、Ｉ児には自分で遊びを進めているという
実感があったと思われる。また、後から「けいどろ」に加わってくる友達がＩ児に遊びにま
ぜてほしいということを伝えたり、警察と泥棒の役割のどちらをするべきかを尋ねたりして
いるのも自分が遊びのリーダーであることを自覚させたとも言える｡だから「ケイしたい人、
こっち。ケイ、並べ！」と遊びを整理するような表現をしたのだと考える。
（２）Ｉ児の社会的側面の学んだこと
○たくさんの友達と遊ぶと楽しい
Ｉ児はしたい遊びの時に自分から遊びに入ることは得意ではない。また、大勢の友達とい
うより、３人くらいの小人数で遊ぶことが多い。本事例では自分がリーダーになり、クラス
関係なくたくさんの友達が集まって遊ぶことになった。きっとたくさんの友達で遊ぶことは
楽しいと実感できたのではないかと思う。
○遊び（逃げるものと追うもの）はバランスが大切だということ
これまでいろいろなおにごっこを経験してきて、Ｉ児は楽しく遊び続けるには逃げるもの
と追いかけるものが同じくらいの人数である方がよいことを学んできている。本事例ではケ
イドロを行っているうちにＩ児が人数のバランスに気づいた。それは次から次へと遊びに加
わってくる友達が「警察と泥棒のどちらの役割をするか」Ｉ児に尋ねたため、彼自身が混乱
し、そのことが学びを促すことになったと思われる。
（Ｓ）今後に向けて
この遊びでＩ児がしきりはじめにだれを泥棒としたのか、しかも泥棒になる幼児はいつも
固定しているのか、公平さに留意しながら遊びを見守っていく必要がある。
－６４－
～－年を振り返って～
事例を検証する中で､一人一人の自己表現のあり方が、「伝達」「コミュニケーション」「思考」の３つに分
けられるのではないかと考えた。Ｉ児の自己表現のあり方から見えてきたキーワードをその３つに分類して
位置づけ、その図及び各事例より見えてきたことを考察する。
＜|児の自己表現の様相＞
コミュニケーション
自分の思いを十分に表現できないでいる表現（事例４）
自分の思いを押さえ込むための表現（事例２０）
自分の考えを友達に納得させるための表現（事例２－①）
遊びの責任を自覚した表現（事例５）した表
自分自身を支えるためのの表現（事例４）
したい遊びに加わるための表現（事例１） 自分の内面と向き合った表現（事例４）
遊び続けるための表現（事例１） 遊びに加わるタイミングをよみとるための表現（事例３）
伝達 思考
Ｏ考 祭
Ｉ児はもともと友達とかかわりたい気持ちが強い幼児である。しかし、友達とのかかわり方が
不器用なため、その思いがなかなか伝わらずに苦心していた。１学期、Ｉ児は友達との関係を上
手く築けない自分に自信がもてず、したい遊びに加わることに遠慮しがちな様子だった。そこで、
教師を仲立ちとしながらもＩ児が思いを伝え、自分に対する自信が取り戻すことができるように
と願い、かかわった。それによって、Ｉ児は本来の自信を取り戻し、安心してサッカー遊びに加
わったり、自分の考えを話すことができるようになった。
２学期はこれまでの経験をいかして、友達とコミュニケーションしようという姿勢が見られる
ようになった。教師がＩ児の思いを代弁しなくても、Ｉ児自身が遊びの場の状況をよみとってタ
イミングよく遊びに加わることができるようになった。友達と遊ぶようになったからこそ、トラ
ブルも多くなってきたが、それをきっかけにＩ児は自分の行動を振り返ることができるようにな
り、友達関係が深まった。
３学期は安定した友達関係の中で、遊びのリーダーとなっている姿が見られた。そこでは遊び
を自ら整理するような言葉が何回も聞こえた。Ｉ児は友達から頼られる経験を通して、遊びに対
する責任を自覚したと思われる。さらに友達とかかわって遊ぶ楽しさを味わったといえる。
－６５－
